
【会議体制】

　

　　　 　【その他の委員】
①大山崎町（町長）
②西日本旅客鉄道
③阪急電鉄
④阪急バス
⑤京阪シティバス
⑥都タクシー
⑦京都タクシー業務センター
⑧京都運輸局
⑨ 急バ 労働組合

住　民　部　会

大山崎町地域公共交通会議 　 　　　　　【住民部会対象委員】
（１）住民・利用者の代表
　　①町社会福祉協議会
　　②町商工会
　　③町長寿会連合会
　　④町身体障害者協会
　　⑤町内会・自治会代表（３名）
　　⑥公募委員（３名）
（２）その他交通会議で必要と認めるもの

①京都 学

大山崎町地域公共交通会議　平成２５年度からの会議体制（案）について

内容： 町の公共交通全般についての課題を洗い出し、それを改善していく公共交通施策（路線バスを補完するシス
テム（コミュニティバス、乗り合いタクシー、長寿苑バスの活用等））について議論し、大山崎町の公共交通の
あるべき姿について、地域公共交通会議から大山崎町へご提案いただく。

●これまでの会議規模人数では、議論がしにくい等の意見があったため、会議運営の円滑化を図り、かつ、住民
目線からの専門的な協議を行うため、『大山崎町地域公共交通会議設置要綱』第７条に基づき、部会を設置す
る。部会での協議結果は本会議へ報告し、本会議において全委員で議論を行う。
　部会参画委員は、現委員区分の『住民・利用者の代表』及び『その他交通会議で必要と認めるもの』の京都大
学・町議会議員・町都市計画審議会・大山崎町、以上の委員を対象とし、立候補制によるものとする。
　本会議については、従来どおりとする。

平成２５年度の論点：将来の地域公共交通に係る町への提案
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⑨阪急バス労働組合
⑩山城広域振興局
⑪乙訓土木事務所
⑫向日町警察署

立候補制

・住民部会での議論の報告
・住民部会での議論結果の、課題改善のための手法・対象者・利用促
進施策等を全委員で議論

【議論の進め方】

［本会議で議論］
住民部会での議論結果を全委員で

共有・議論

［本会議で議論］
町内（地区ごと）の公共交通の

課題抽出・共有

［住民部会で議論］
課題改善のための手法・対象者の議論

［住民部会で議論］
課題改善のための手法の利用促進施策

の議論

・対象者の整理
・実現可能・不可能な手法の整理　　等

・現在把握している課題以外の地区ごとの課題抽出
・全委員で課題の共有　　等

・既存の公共交通資源（長寿苑バス、タクシー等）の活用の議論
・新たなシステム導入（コミュニティバス、乗り合いタクシー等）の議論
・対象者の整理
・実現可能・不可能な手法の整理　　等

　　①京都大学
　　②町議会（４名）
　　③町都市計画審議会
　　④大山崎町（２名）

・地域公共交通会議から大山崎町への提案のまとめ［本会議で議論］
提案のまとめ
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